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障害児者の地域生活支援

- ｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネットワーク｣の取り組み一

今 野 和 夫

ANetworkofSocialSupport

forCommunityLifeofPersonswithDisabilities

KazuoKoNNO

Weestablishedanetworkofsocialsupportforpersonswithdisabilitiesinmarch1997.Thenet-

workhasaboutonehundredandtwentymembersnow.Itisconstitutedbythememberswhohavea

varietyofposition,suchasteachersofaschoolforchildswithmentalretardation,staffsofinstitutions

forpersonswithdisabilities,personswithdisailities,theirfamilies.Themainactivitiesofthenetwork

areworkshop,lecturemeeting,andtrip.

Inthispaper,Ireviewedthehistoryofthenetwork.ThemeanlngSOfthenetworkwereconsidered.

AsameanlngOfthenetwork,thepossibilitytoenlargetwowaysupportamongmembersincommu-

nitywasstressed.Furthermore,futuredirectionsofthenetworkweresuggested.

Ⅰ はじめに

今日,ノーマライゼーションの理念が普及しつつあり,

障害者福祉においても,｢個人が人としての尊厳をもっ

て,家庭や地域の中でその人らしい自立した生活が送れ

るように支えること｣(社会福祉基礎構造改革について :

中間まとめ｡1998年),すなわち地域生活支援の充実 ･

発展が大きな課題となっている｡

現在それは,フォーマルなレベル (公的ないし専門組

織による支援)とインフォーマルなレベル (民間ないし

非専門的組織や個人による支援｡ボランティア活動やセ

ルフヘルプグループを含む｡)の双方において様々な形

で展開されつつあるが,障害者の生活や人間関係に関す

る実態調査の結果や,障害者の人権を無視した事件が相

も変わらず起きていることからは,障害者が地域のかけ

がえのない一員としてその一日,一週間,一年,ひいて

は一生涯の各時期をふつうに生活できる状況(1)には未だ

はど遠いことが示唆される｡

一方,最近,地域生活支援の充実 ･発展にとり有効か

つ必要な方策の一つとして,｢ネットワーク｣が注目さ

れている(2)(3)｡そして現に,同種や異種の組織間,ある

いは同じ立場や異なる立場の個人間で様々な形態や内容

のネットワークが設立され,運営がなされつつある｡タ

クシーによる通院や買い物,散策などの外出をサポート

する ｢秋田おでかけ支援ネット｣(4)のようにNPOとし

て立ち上げているネットワーク (2000年 1月に県より認

証)や,生活支援センターなど種々の機関で地域生活支

援に従事する人たちの呼びかけにより1999年 6月に発足

した ｢全国地域生活支援ネットワーク｣のように,一つ

の県や市などの特定地域内に限定されない広範囲のネッ

トワークも作られつつある｡ちなみに後者の広範囲のネッ

トワークには,インターネットやテレビ電話などの情報

通信システムを利用したものもある(5)｡

筆者は賛同者とともに,入会資格が緩やかな ｢障害児

者の地域生活支援を考える秋田ネットワーク｣を1997年

3月に発足させた｡平成12年12月現在で130名はどの会

員を有するこのネットワークの大きな特徴は,障害者本

人も含めて,専門家 ･非専門家を問わず多様な立場の人

たちで構成されているということである｡

本研究では,このネットワークについて,発足経緯を

含むこれまでの歩みを明らかにし,さらに今後の課題を

考察したい｡また文中では,このネットワークに関わる

人たちの思い (ネットワークへの期待等)やこのネット

ワークの意義にも言及したい｡

ネットワークの重要性や有効性が指摘され,外出支援
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など実際的 ･直接的な活動の他に,情報の収集と提供,

人権に関するものなど特定問題の解決,行政への提言,

社会啓発 といった種々の実践が積み重ねられつつあるも

のの,ネットワークの意義や可能性,またそのありかた

についての研究 (実証的研究を含む)はきわめて遅れて

いる｡｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネットワー

ク｣を事例とする本研究は,障害者の地域生活支援を主

目的とするネットワークについての今後の研究の端緒を

なすものと言えよう｡

Ⅲ ｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネッ トワー

ク｣の発足まで

1.｢地域支援を考える集い｣の開催 (1996年 8月30日)

筆者は,別の論文(6)で秋田県の支援活動の遅れを指摘

し,ボランティア団体や親の会など地域 レベルの各種組

織間による ｢障害者の生活支援連絡協議会 (仮称)｣ の

設立を提起 した｡その後,その設立への一歩を踏み出す

べ く,すでに様々な立場で支援活動を行 っている知人た

ちに参加を呼びかけて,それぞれの日頃の実践 と思いを

交流 し合 う機会を設けた｡

参加者は30名であり,その内訳は,養護学校や障害児

学級の教員が 4名,知的障害者更生施設職員が 4名,大

学や短期大学の教員が 5名,県 (中央児童相談所,職業

訓練センター)や市 (社会福祉課)の職員が4名,障害

児をもっ母親が 9名,知的障害者適所施設 (福祉作業所)

所長,難聴幼児通園施設職員,通園施設のボランティア

であった｡母親の多 くは,それぞれが属する親の会にお

いて,積極的な役割を担 っている人である｡教員や各種

職員の多 くも,親やボランティアが主宰する地域的活動

の一翼を担 っている｡ちなみに筆者 も,様々な障害の子

どもたち,その家族,学生ボランティア,養護学校教諭

などから成る ｢秋田すずめの会｣(7)(8)に,1985年の発足

時より関わっている｡

一人一人の参加者の話を聞 くうちに ｢考える集い｣の

開催予定時間 (3時間)はまたたくまに経過 した｡最後

に, とにか く横のつながりを大切にした何 らかの組織を

作ることと,今回出された意見を参考にして組織のイメー

ジ (名称 も含めて)をはっきりさせていくための世話人

会を作ることが全員一致で了承され,著者を含む世話人

(11名)が自選他薦で選出された｡以下 には, この集 い

で出された意見がいくつか記されている｡

*｢地域支援を考える集い｣(1996年 8月30日)で出され

た意見

･｢施設福祉｣から ｢地域福祉｣へと変動しつつあり,知的障

害者についても,全国的には在宅者の比率が施設入所者のそ

れを上回っている｡しかし,秋田県では,施設入所者が相対

的に多く,地域支援や在宅者支援が遅れている｡｢レスバイ

ト｣などのサービスを出費して利用する時代に入ってきてい

るが,保護者にはかなりの抵抗があるようである｡(更生施

設職員｡月に1度,同僚や地域のボランティアに呼びかけて,

レスバイトを県社会福祉会館で主宰)

･生まれ育ってきた地域の中で教育を受ける機会や,多くの友

達やボランティアと楽しく過ごせる機会を,これからもでき

るだけ長い期間にわたって,我が子に与えていきたい｡行政

による福祉的サービスを利用する際の不便さ･不自由さを,

例えば療育手帳を利用しやすい大きさに変えてもらうといっ

た小さいことからでもいいから,少しずつ解消できたらよい｡

(中学生をもつ母親O親の会のリーダー)

･地域の中で障害のある子どもやその家族がどのような生活を

送っているのか,教師はあまりわかっていないような気がす

る｡(肢体不自由児学級の担任)

･家族の不和や崩壊,家族による子どもの虐待など,深刻な問

題を抱えた家族がいる｡孤独な親が多い｡子どもが学校を卒

業すると,親がさらに孤独になる｡地域支援では,親同士の

仲間作りも大きな課題では｡(養護学校教諭｡訪問教育担当)

･床屋,レストランなど,地域の中のどこを利用するにしても

大変｡これからはもっともっとたくさんの壁にぶっかるだろ

う｡子どもの障害にもよるが,少しでも明るい見通しをもっ

て,また安心して我が子を地域に出せるにはどうしたらいい

か｡(自閉症児をもつ母親)

･20歳の自閉症児をもつが,小さいときからいろいろな人に,

施設に行くのが当然のように言われてきた｡他の親たちと協

力して,また学校の先生などからの協力も得て,作業所を作っ

た｡今は,これから先を考えている｡親の近い所に,障害の

重い人が暮らすグループホームを,みんなと協力して作りた

い｡(自閉症者の母親)

･様々な会や組織の相互乗り入れ的な会を作り,地域支援上何

が大切かを一緒に明確化していく必要があるのでほ｡(保健

婦の免許を持っ短大教員｡姉の子どもに重度の障害｡)

･障害児である前に一人の人間として,その個性が大切にされ

つつ地域の中で育っていくには,親ももっと自分の子どもの

ことを周りの人たちに知ってもらう努力をすることが必要な

のでは｡(ダウン症の幼児を持っ母親)

･おもちゃ図書館も開設しているが,子どもたちの学校卒業後

が心配｡卒業後も禁しく集える場所がほしい｡(難聴幼児通

園施設職員)

･自閉症児者の地域生活が質的に向上することに役立てばと,

月1回,学生ボランティアの応援を得て,レジャーや社会的

スキルの学習の機会を地域で設けているが (スペースクラブ),

彼らと他の障害者や一般の人たちとの桟のつながりが課題で

ある｡(児童相談所職員)

･親御さんをはじめ,多くの立場の人の声を聞いていきたい｡

それらを市の福祉行政に活かしていきたい｡(市役所社会福

祉課職員)

2.組織の明確化 (イメージ作 り)

｢地域支援を考える集い｣の後に同様の会を再開 し,

さらに有志による準備会を重ねていき,以下のような形

で組織を立ち上げることにした｡

(1) 名称

障害児者の地域生活支援を考える秋田ネットワーク

(2) 目的

障害児者が,地域の中で,家族を含む多 くの人たちと
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豊かな人間関係を結びながら充実 した社会生活及び人生

を築いていけるためにはどのような支援が必要なのか,

また可能なのかを,障害児者 ･家族 ･支援者 ･専門家な

ど様々な立場の人が互いの実践や経験を交流 しつつ,一

緒に学ぶ｡さらに,地域福祉の充実に寄与 し,かつ障害

児者に対する一般の人たちの理解が深められるような活

動を実施する｡

(3) 目指す活動

a.会員間の実践交流｡

b.障害児者の地域福祉及びその関連領域 (医療 ･保健 ･

教育等)の現状と課題に関する学習｡

C.障害児者の地域福祉への支援｡

d.障害児者とその家族の生活,障害児者へのバ リアー

等に関する実態調査｡

e.障害児者 とその家族からの相談への対応｡

f.障害児者 とその家族,支援者,専門家,一般の人た

ちなど,様々な人たちの出会いと連携作りに寄与 し

うるイベントを開催する (年一回程度)0

g.一般の人たちへの情報発信｡例えば,秋田市ないし

秋田県のとりわけ民間 レベルの活動を紹介でき,ま

たそれに携わる人たちの思いを理解 してもらえるよ

うな本かパ ンフレットを作る｡

なお,以上のうち当面は実践交流や学習会を重視する

こととし,それ らをどのように進めていけばよいか (内

容面 も含めて) とか,それら以外の活動もできるかといっ

た点については,本ネットワークを立ち上げ活動を実際

に重ねる中で入会者の意見や要望を聞いたり世話人にか

かる負担の大きさを秤にかけたりしなが ら,検討 してい

くことにした｡

(4)世話入会

世話入会 (12名) の中か ら,本 ネットワークの代表

(筆者) と副代表が選出され,他の人たちも世話人代表

(1名),会計 (2名),記録 (2名),広報 (3名), ア

ドバイザー (2名)を担当することとした｡12名中5名

は障害児者の母親であり,ダウン症児をもつ家族の会で

ある ｢コロボックルの会｣,種々の障害の子どもと家族,

ボランティアか ら成る ｢秋田すずめの会｣,重症心身障

害児者の親の会である ｢重症心身障害児者を守る会｣と

いった親の会の設立 ･運営に,積極的に関わっている｡

他は大学や短期大学や養護学校の教員,難聴幼児通園施

設職員,知的障害者入所更生施設職員などの職にある｡

各自が,勤務外の時間を利用 して,親の会や適所施設な

どでボランティア活動を行 っている｡

(5)入会資格

参加資格は特に設けず,障害者本人やボランティア志

願者を含めてどのような立場であろうと,また秋田市内 ･

市外を問わずどこに住んでいようと,障害児者の地域生

活支援に関心のある人や実際に関わっている人ならば入

会可能とした｡入会の希望は学習会開催時を中心に募り,

会費は年間1,000円とした｡

なお,世話人の任期や選出法などをも含む本ネットワー

クの規約は前 もって定めず,2,3年間の活動状況を踏

まえて検討することとした｡

班 ｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネ ッ トワー

ク｣の活動について

1.これまでの活動の概要 (2000年11月現在まで)

現在までの本ネットワークの主な活動は,拡大学習会

(非会員にも広 く参加を呼びかける),会員学習会 (会員

*JL､),小旅行,会報発行に大きく分 けられる｡以下 に

はその詳細が記されている｡

*｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネッ トワーク｣

の活動 (1997年3月-2000年11月)

〈1997年 (平成9年)》

･3月23日 (日)

ネットワーク発足記念拡大学習会 (秋田大学)｢輝いて生き

る～障害のある人たちの豊かな地域生活を求めて～｣①講演

中野文子 (自閉症療育施設商材ホーム所長 ･宮城県自閉症児老

親の会仙台支部長)②座談会 ｢秋田における地域支援に向けて｣

小林錦 (やすらぎの家ボランティア)/摂津良二 (バクの家,

竹生寮)③活動紹介 (バザー,パンフレット)

･6月7日 (土)

ネットワーク第1回会員学習会 (秋田大学)｢様々な取り組

みの紹介と提言｣･小規模作業所から (いなほ会 ･斉藤好行)･

障害者団体から (車いす連合会 ･阿部秀一)･精神障害の方の

作業所から (秋田あすなろ会 ･宇佐美泰雄)

･11月8日 (土)

ネットワーク第2回会員学習会 (秋田大学)｢幼児期の育ち

を支えるために｣･就学前療育施設の立場から (グリーンロー

ズ･片桐貞子)･保護者の立場から (三浦純子/乳井恒雄)

･12月4日 (木)平成9年度忘年会

≪1998年 (平成10年)》

･3月22日 (日)

ネットワーク第2回拡大学習会 (秋田県生涯学習センター)

｢輝いて生きる'98-ともに楽しく元気よく～｣①講演 山下

佳子 (埼玉県川口市めだかふぁみりい代表)/長尾麻子 (めだ

かふぁみりい･地域生活コーディネーター)②活動紹介 (-

ンドベル演奏,バザー,パンフレット)

･6月27日 (土)

ネットワーク第3回会員学習会 (秋田大学)｢地域生活支援

のために～制度を中心に～｣斉藤雅和 (竹生寮地域支援事業コー

ディネーター)/松本研二 (東山学園 ･前地域支援事業コーディ

ネーター)

･10月24日 (土)

ミニ旅行 (は-とふるツアー)｢(リゾートしらかみで行く)

秋田一深浦は-とふるツアー｣

･11月13日 (金)

ネットワーク第4回会員学習会 (兼 ･忘年会)｢重症心身障
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害児者を守る会の取り組みについて｣加藤紀彦 (秋田県重症心

身障害児者を守る会会長)

(1999年 (平成11年)〉

･3月13日 (土)

ネットワーク第3回拡大学習会 (秋田市民文化会館)｢輝い

て生きる'99-これからの地域生活支援を考える～｣①講演

松友了 (全日本手をつなぐ育成会 ･常務理事他)②活動紹介

(作品展示,パンフレット,音楽演奏)

･6月26日 (土)

ネットワーク第5回会員学習会 (秋田大学)｢地域の中で夢

をかたちに｣

/庄司恵子

･9月25日

ミニ旅行

行く)秋田

･11月12日

宮崎洋 (小規模作業所 ･くだかけ寮)の取り組み

飲食店 ｢このゆびとまれをワンステップとして｣

(土)

(第2回は-とふるツアー)｢(リゾートしらかみで

･深浦は-とふるツアー｣

(金)懇親会

《2000年 (平成12年)》

･3月19日 (日)

ネットワーク第4回講演&交流会 (拡大学習会改め)(秋田

県生涯学習センター)｢輝いて生きる2000-こんな生活,でき

たらいいな～｣①講演 内藤由美 (台東区身障児者を守る父母

の会会長)②活動紹介 ･意見交流

･6月24日 (土)

ネットワーク第5回会員学習会 (秋田大学)工藤正悦 (ふっ

とワーク)/鎌田礼子 (槙手市通園療育事業 ｢モモの家｣)

･9月17日 (日)

ミニ旅行 (第3回は-とふるツアー)｢(バスで行く)秋田･

尾去沢マインランドは-とふるツアー｣

･11月17日 (金)情報交換&懇親会

(その他)会報の発行 (No.1-13)

2.拡大学習会

学習会には ｢拡大学習会 (平成12年より,講演&交流

会に改称)｣ と ｢会員学習会｣ とがある｡親が安心 して

学習会に参加できるためには託児の場が欠かせないが,

それは学習会の場所内に設 けられ,会員外のボランティ

ア (大学生,幼稚園教諭,地域のボランティア団体など)

の協力を得て行われている｡

拡大学習会では,県外において先進的な地域生活支援

活動を実践 している人を講師に招いて地域生活支援の理

念や動向を学ぶ ことを主たる目的とし,教育や福祉関連

諸機関へのチラシやポスターの配布,新聞等への記事掲

載を通 して,一般市民 も含めて会員外の人の参加 も広 く

呼びかけている｡また,拡大学習会を,多 くの人に県内

の障害児者やその関係者の様々な取 り組みを知 って もら

う好機 として も位置づけ,障害者の作品や製品とか,戟

の会や適所作業所,入所施設などの紹介パネルを,会場

の内外に展示 している｡ さらに,講演に入 る前のセ レモ

ニーに,障害者の音楽演奏を含めている｡なお参加費は,

講師への謝礼,旅費等に当てるため,会員 ･非会員を問

わず有料｡

まず1997年 3月に,本ネットワークを立ち上げるべ く

発足記念拡大学習会を開催 したが,その際,参加者には

以下のような紹介文が配 られた｡

*｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネッ トワーク｣

の紹介文

本ネットワークは,障害のある人たちが豊かな地域生活を送

れることを願い行動している人たちにより,｢横のつながりが

あればいいな｣という共通の思いを実現させるべく結成されま

した｡施設職員,教員,障害のある方,家族,ボランティアな

ど,様々な立場の方が会員になっています｡

･それぞれの実践や経験,思い,情報を立場を超えてわかち

合っていきましょう｡

･協力してやれそうなことに挑戦していきましょう｡

･ネットワークでの出会いをきっかけとして,それぞれの日

常生活や実践上も,協力し合っていきましょう｡

･障害のある人たちの地域生活支援のあり方を考え,行動に

移しつつ,会員自身の地域生活もより豊かなものにしてい

きましょう｡

*本ネットワークの会費は,年間1,000円です｡入会希望

の方は,学習会等,本ネットワーク主催の行事の際に申

し出てください｡あるいは電話にて,代表までご一報く

ださい｡
*本ネットワークの活動等についてご意見や提案がありま

したら,お気軽にお寄せ下さい｡また,秋田市内外を問

わず,各地での取り組み (親の会,本人活動,ボランティ

ア活動etc)を紹介して下さるようお願いします｡本ネッ

トワークの活動へボランティア参加して下さる方も,代

表までご連絡下さい｡

(1997年3月23日 ｢ネットワーク発足記念拡大学習会｣参加者

配付資料より)

この発足記念拡大学習会 には150名を超え る予想以上

の参加者があり,障害児者の地域生活支援,及び支援の

ためのネットワーク作 りに関 して,多 くの人が関心を寄

せていることが痛感せ られた｡

参加者には,会に参加 した感想,会で今後取 り上げて

ほしいテーマや会への要望,本ネットワ-クの今後に向

けての提言や要望についてアンケー トしたが, まず感想

として以下のようなものが寄せ られている (学習会の中

で行われた講演そのものへの感想は除 く)｡ すなわち,

その内容はおおむね好意的であり, ネットワークに対 し

て大 きな期待や希望を抱いた,障害児者へ関わる様々な

立場の人の存在を知 った,立場を超えた桟のつなが りの

大切さを知 った,等の感想が寄せ られている｡

*発足記念拡大学習会 (1997年 3月23日)への感想

･色々な立場の方の話が開けて,大変有意義であった｡

･ネットワークに対して大きな期待をもった.非常に広い範囲

にわたるネットワークでまだよく見えないところもあるが,

何でもやっていこうということにとっても感じ入りました｡

･他の親の会がどんな活動をしているのか知ることができて,

参考になった｡記録に残すことの大切さをあらためて感じた｡

･他の参加者との問に距離を感じないで参加ができた｡また,
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障害児に対して支援者がたくさんいることを知った｡

･今後必要とされているものは,このような会だと思う｡専門

職や保護者以外の一般の方にも参加してもらえるようになっ

てくれればよいと思う｡

･福祉の一分野での関わりだけだったので,様々な視点からの

意見や集まりに参加できたことは,今後に向けてのステップ

になった｡

･たくさんの人が集まり感激｡このようなネットワークをより

確かなものに育てていきたいと思う｡

･秋田にも色々な人がいるんだなと見えてきた｡

･ネットワークのようなものができないものだろうかといっも

思っていたので,希望を感じた｡何事も踏み出さないと進ま

ないのだと,痛感させられた｡

･｢槙のつながり｣を各方面からの意見や感想を聞き,とても

よい機会だったと思う｡時間があればと思う反面,一歩ずつ

試行錯誤しながらでも協力していければと思う｡

次に,拡大学習会やそれ以外の学習会で今後取 り上げ

てほしいテーマや会への要望 としては,以下のような内

容 となっている｡適所作業所やグループホームなど,障

害者のとりわけ学校卒業後の地域生活 ･ノーマライゼー

ションに欠かせない就労や生活の場についての情報を期

待する声が比較的多いが,他にも,行政側か らの情報を

期待する声,個々の障害 (自閉症など)についての情報

を求める声なども認められる｡

*今後の拡大学習会等への要望等

･養護学校の親たちにたくさん参加してほしい｡

･行政の方の話を聞く機会があればよい｡ボランティアをして

くださる方の話も聞きたい｡

･行政に対する意見交換の場を作ってほしい｡

･障害者が普通に町で暮らしていけるように町の中に作業所,

グループホームが作られればいい｡そのことに向けて知識の

ある方｡

･色々な障害をもっている人たちが集まって作業所を運営して

いる人の話を聞いてみたい｡

･普通教育の中に障害児教育を取り入れる提案や実践｡

･小規模作業所を新しく計画するときに,どのような困難があ

るか,あるいは公的補助の内容など,これらに関して全く素

人の若い世代の障害者の父兄に対して,情報を教えてはしい｡

･作業所の状況や一般就労した場合の問題点などを聞きたい｡

･県外では同様の活動としてどんなことをしているか,紹介す

るような内容がよい｡

･福祉に関心を持っ企業の経営者など｡

･親の側からは子どもの病気の話を詳しく聞きたいと思ってい

るはずなので,自閉ならそのことにもっと焦点を絞ってもら

えるとよい｡

･高等部教育のあり方｡

･学校生活で問題が生じたとき, どのようにしたらいいのか

(行動面や学習など)0

･市内,県内の支えるための機関など,また各施設で抱える問

題等についての情報提供｡

･色々な施設の方のお話｡在宅で重度の障害者を抱え,上手に

地域の人と関わっている親の話｡

･レスバイトのこと,学童期,生徒期の放課後の生活の充実の

ためのアンケートや障害児学童保育の開始｡

･当事者からの生の声,どういうことを望み,どのようにした

いのかを聞きたい｡

･精神障害者の問題｡北欧の先進的な福祉 (精神病院をなくす

法を制定した)やその歴史｡

･重度障害児の卒業後の進路,障害児者が安心してかかること

のできる病院を是非設立してほしい｡親が毎日行える訓練法｡

卒業後子どもが地域に戻った時,自然に生活できるように,

普通学校とのつながりを持ち,地域の人たちに知ってもらう

ようにしたい｡

･企業就労の可能性｡ネットワーク活動の先進地の報告｡

･学習障害児について取り上げてほしい｡

･現在秋口県内で適所作業所で尽力されている方の苦労話等,

経験談 (生の声)を聞きたい｡

･障害者の高齢化の問題や入所施設の問題等について,テーマ

を設けてはしい｡

･グループホームや通勤寮のことをもっと詳しく聞きたい｡

･自閉症,多動児のお母さんの話などを聞きたい｡

･行政側の人を交えた学習会｡

なお,拡大学習会はこれまで 4回開催されているが,

託児ボランティア (大学生や専門学校生など約30名)の

協力により障害児をもっ親の参加への配慮や便宜が図 ら

れていることもあり, どの回にも120名程が参加 してい

る (実行委員,託児ボランティアを除 く)｡本人や親 と

いうにとどまらず参加者の立場は多様であるが,ちなみ

に第 4回 (平成12年 3月)への参加者が関係 している団

体は以下の通 りである｡

･知的障害者適所施設

工房 コスモス,ふっとワーク,つどいの家,杉の木園,

やす らぎの家,保戸野授産所, くだかけ寮,いなほ会福

祉作業所,つ くしんぼ,仙北東部ふれあいデイセンター

･親の会

全国心臓病を守る会,そよ風親の会,秋田すずめの会,

秋田県重症心身障害児 (者)を守 る会, コロポックルゆ

りねの会,秋田県LD児者親の会 (アインシュタイン),

コロボックルの会,ひまわりの会,台東区身障児者を守

る父母の会

･通園施設

モモの家, グリーンローズオ リブ園

･本人の会

秋田県車イス連合

･ボランティア団体

たんばばの会,向日葵の会,バ クの家

･その他

特殊教育諸学校 (養護学校),通常学校,大学,短期

大学,専門学校,幼稚園,保育所,入所型更生施設,痩

護施設,等

3.会員学習会

話題提供者の話を踏まえて,主 として会員間で (会員

外の参加 も可)秋田県内における種々の立場での実践や
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問題,課題等を語り合うものである｡これまで5回開催

しているが,会員の立場やニーズの多様さを考慮 してい

るため,各回のテーマも作業所関連,就学前の療育関連,

地域生活支援に関わる制度関連,親の会関連などと,広

範に及んでいる｡

学習会は,本県,あるいはより身近な地域の中で,ど

ういう人たちが,どういう立場で,どういう思いで地域

生活支援に関わる実践を行っているのか,またどういう

困難を抱えているのかについて知り合える機会として,

さらに同じ立場同士で,また立場の違いを超えて,どう

いう形で支援 し合えるのかについて考え合う機会として,

貴重なものと言えよう｡

また親,とりわけ幼い障害児をもっ親や,他県から引っ

越 してきて間もない親にとっては,日頃の相談相手となっ

てくれる親や専門家と出会える場となっている｡

4.ミニ旅行 (は-とふるツアー)

一緒に楽 しく過ごす機会をもち会員同士で懇親を深め

ることも,地域の中での自然な相互支援を長きに渡って

深化 ･継続させていく上で欠かせないのではないか,と

の世話人達の総意により,行われることになったもので

あるq

ネットワークの会員やその家族 (障害児者を含む)杏

中心に40名ほどの参加希望者を募り,秋田駅より観光用

の特別仕様の列車 (リゾートしらかみ)で隣の青森県の

深浦町に日帰り旅行をしている (片道 2時間半)｡一般

客も乗り合わせるが,少なくても一両は貸 し切り状態と

なる｡深浦町からの懇切丁寧な支援もあり (深浦駅から

休息所までの移動や町内観光のための福祉バス及び運転

手の提供,バスガイド役の役場職員の派遣等),列車の

中だけでなく休息所やバス内においても,楽しくくつろ

いだひとときが得られている｡

事前の下調べや関係者 (町役場やJRの職員など) と

の打ち合わせなど,拡大学習会と同様に世話人の負担は

少なくないが,この旅行についてはとりたてて ｢ボラン

ティア｣を用意せず,旅行のプロセスで参加者同士の間

で自然に助け合いが生まれることを大切にしている (あ

なたも私もボランティア)｡こうして,知的障害のある

女性が車椅子を押 してくれたり,普段は我が子への他人

からの支援を経験することの多い父親が世話人と一緒に

障害の重い人の車椅子を階段で運ぶ,といった場面を多

く見ることができる｡ともあれこの ミニ旅行には,以下

のような点も含めて,多くの意義があると推察される｡

･障害が重い,車椅子を使用せざるを得ない,親自身が

健康に不安がある,等の事情により,普段外出そのもの

の機会が少なかったり,自家用車以外の乗り物での移動

(旅行)経験が乏 しい障害者にとり,社会参加,社会体

敬,仲間作りの機会をもたらしている｡

･｢楽しく安全な旅行を低価格で｣という具体的な目的

を実現すべく福祉の制度 (例えば,交通費の障害者割引

制度)や施設 (例えば駅 :ホームへの移動,列車の乗降

等を含む),交通機関 (例えば列車 :列車内での車椅子

による移動, トイレの使用等)を実際に使用することに

より,制度の活用の仕方や活用上の工夫,制度の課題,

バ リアフリーの現状や課題を学べる｡

なお,旅行の準備段階から終了するまでのプロセスで

交通公社職員,駅員,町役場職員,一般の旅客など多 く

の人と関わりを持っが,それらは自然な福祉教育 (いわ

ゆる社会啓発)の機会となっているだろう｡もちろん個々

の参加会員にとっても,人や場面 ･状況に応 じた援助の

仕方や工夫を実践を通 して学べる好機となっている｡

旅行時には簡単なアンケートもとられているが,旅行

の今後の継続や拡大 (例えば,より多くの人数で行きた

い,ディズニーランドなど遠くへ行きたい)を求める声

が多い｡また,2回のいずれの旅行についても,深浦町

のきめ細やかな対応と親切に対 して親を含む多 くの参加

者が謝意を表しており,｢出会う人｣｢支援する人｣のあ

り方の大切さが痛感せ られる｡なお第 3回の ミニ旅行

(写真参照｡2000年 9月)では,バスを利用 し,鉱山跡

地を活かした観光地の尾去沢マインランドに行っている｡

5.会報について

会員向け会報は,これまで13号まで発行されている｡

内容は,拡大学習会や会員向け学習会といった本ネット

ワークの諸活動の報告と案内,関連著書の紹介,本県に

おける障害児者関連行事の紹介,本ネットワーク会員に

よる自己紹介や会員からのメッセージ,会員が所属する

団体 (例えば親の会)の紹介等である｡会員同士の相互

理解を深める上で,また,種々の理由によりネットワー

クの活動になかなか参加できずにいる会員への情報提供

という意味で,会報の果たす役割は大きい｡
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Ⅳ ｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネ ッ トワー

ク｣のこれから

1.本ネッ トワークへの期待

本ネットワークは,障害児者の親,親でありかつ親の

会の リーダー,施設や作業所の職員,養護学校教諭,大

学教員, 日頃ボランティアを行 っている人など様々な立

場の人が,障害者本人の参加 も歓迎 しっっ,立場の違い

を超えた対等な関係で,それぞれの立場の独自性や専門

性,それぞれの立場での経験 も活かし合いっつ,上記の

ような活動を試みてきた｡ちなみに,それらの活動の中

で得 られる様々な情報,様々な立場の人の実践や考え,

経験は,普段のそれぞれの立場 ･持ち場での実践にとっ

てもきわめて有益なものであろう｡ これまでの4回の拡

大学習会の際には必ずアンケー トがとられているが,本

ネットワークに望むこととしては,以下のように学習,

実践や意見の交流,情報提供,支援者 (ボランティア)

への支援,問題解決,イベント,啓発,その他,として

分類 しうる回答が寄せ られている｡

(む学習

･年に2,3回学習会をやってもらいたい｡

･年に数回の学習会の開催｡参加できなかった人への資料の

送付｡

･海外 (欧米や途上国)の活動事例の学習｡

②実践や意見の交流

･今回色々な職種,職場の人が集まった｡そこで実際はどの

ようなことをしているのか,見学やビデオ紹介することで

各人がそれを利用し,発展していくことが必要ではないか｡

･県内の各グループはどんな活動をしているのか紹介しあい,

ネットワークとしてどんな活動が必要なのかを,検討して

はどうか｡

･1年間適所施設や同じ病気の子の会などに参加したが,そ

の日のスケジュールやイベントなどで親同士の生の声がな

かなか聞こえてこない｡育てている者の生の声をもっと意

見交換できる場や時間をどこの会でももっと受け入れてく

れれば,ともすれば孤立してしまいがちな障害児の親にとっ

てはありがたい｡

･各会との交流会

･もっと色々な人の現在抱えている問題や活動などを知りた

い｡

･いろいろな方の情報交換｡槙のつながりの大切さを痛感し

た｡

③情報提供

･県内の関連する団体の活動紹介 (秋田市以外での活動を知

りたい)0

･ボランティアの活動で協力がどんな範囲までしてもらえる

か,家庭への派遣はしてもらえるかなど知りたい｡

･秋田の各グループ (会)の活動を会の方から紹介してもら

いたい｡

･情報の提供｡

④支援者 (ボランティア)への支援

･各ボランティアグループのネットワーク (話し合いの場)

･支援者やボランティアが増えるよう,また育つように｡

⑤問題解決

･学童期の子ども達の放課後の過ごし方についての実態調査

と,その結果を基に放課後児童館などで親がついていなく

ても楽しく地域の子ども達と過ごせるように援助してほし

い｡

･行政への働きかけ｡重複障害の方が適所する施設であれば,

重度加算などの要望｡職員に対しての制度,保険加入など

の充実｡

･行政に働きかける活動

･各団体の共通する問題 (卒業後のこと,レスバイトのこと

など)が良い方向へ行くように,大筋のことができるよう

になってほしい｡

･学校が終わってからや,学校の長期休みの時に,自由に気

軽に遊びに行ったり預かってもらったりする場があればい

いと思う｡

･親が死んでも安心して生活していけるような施設などを作っ

ていただきたい｡

⑥イベント

･コンサートの開催｡

･ミニ旅行やお花見,キャンプなどをしてほしい｡

･気軽に参加できる,ゲームやフォークダンスなどを楽しむ

会など｡

⑦啓発

･一般の方々に積極的に存在をアピールし協力を得る (マス

コミへの働きかけなど)

･地域の人に障害児のことや様々な会のことを理解してもら

えるような運動をしていただきたい｡

･町内会への会報の回覧｡

･テレビやラジオでネットワークの存在や活動を伝えてもら

う｡
･作品展示や販売コーナーを大衆に触れやすい場所に設け,

徐々に ｢ともに生きる｣ことを理解してもらう｡

･各団体の活動を広く地域の人々に知っていただく機会を作

る｡

⑧その他 (ネットワークの方向性)

･盲,聾の人たち,精神障害者,他の色々な障害者は,仲間

に入れないのか｡何をするにも全部の障害者を包み込む心

がなければ市民 (県民)の快い賛同は得られないと思う｡

･市内だけではなく,県内に広がってほしい｡

･差別 ･偏見は親近者に結構多いことを直視し,焦らない急

がない活動を根幹にしてください｡

･秋田市でのネットワークをまず確立し,いずれはそこから

周辺市町村,県南,県北へと,広げていっていただきたい｡

県内での地域生活支援の先進地として活動していっていた

だきたい｡

2.本ネッ トワークのこれから

(1) 学習,実践や意見の交流,情報提供,イベントに

ついて

普段,それぞれの持ち場で支援に関わる活動をしてい

る本ネットワークの世話人たちは,いずれも多忙であり,

その立場の違いは世話人会の開催 日の設定の難 しさの一

因となっている｡ したがって,上記の様々な期待のすべ

てに即座に対応することは困難である｡発足後のこれま

での問に築 きあげられつつある本ネットワークの活動の

柱,すなわち学習 (学習会),実践や意見の交流 (学習

会,会報),情報提供 (学習会,全章B),イベント (ミニ
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旅行)を今後も継続 ･充実させていくことがまず大切な

ことであろう｡

ちなみに,世話人のみならず会員全体の多様さは,

｢豊富な,そして生活に密着した情報源｣や ｢相手の立

場にたっての,相談への対応機能｣を本ネットワークが

潜在的に有していることを意味しており,本ネットワー

クのホームページの開設などで情報提供の可能性をさら

に広げていくことが必要であろう｡

(2) 支援者 (ボランティア)への支援

本県においては,障害者の地域生活支援に関わるボラ

ンティアやその団体はまだまだ少なく,その横のつなが

りにも欠けている｡障害児者やその団体と継続的に関わっ

てくれ,またその積み重ねによりボランティアの域を超

えて障害児者にとっての ｢友達｣になれるようにボラン

ティを支援することも,本ネットワークで可能な一つの

機能であろう｡

(3) 啓発

ミニ旅行や拡大学習会なども啓発的な意義を有してい

るが,関連して感じることは,拡大学習会の案内などに

｢一般の方も気軽に参加してください｡ボランティアも

してください｡｣と記してあっても,｢艇の人たちにとっ

て実際に参加することには,まだまだかなりの勇気を有

するということである｡筆者の方に,｢本当に私のよう

な何も知らない一般の者が参加していいですか｣と確認

の電話をよこす人もいるのである｡一般の人たちにとっ

て,障害者やその関係者との問のバリアはまだまだ高く

厚いようであるOちなみに,その高い厚いバリアは,一

般の人の側だけで作ってきたものではない｡少し厳しい

言い方かもしれないが,障害者やその関係者の側の閉鎖

性も,一因をなしていると考えられる｡一般の人たちが

気軽に心と体を向けて参加できるような配慮をしつつ,

本ネットワークの会員の多様性を生かしたユニークな啓

発活動をこれから模索する必要があろう｡

(4) 問題解決

ネットワ-ク会員の中には,本ネットワークに対して,

自分が抱える問題や悩みの直接的 ･具体的な解決を求め

る人もいる.一方,その依頼を受けて,日常的に多忙な

世話人を中心として個々の問題の解決に向けて長期に渡っ

て奔走することは,時間的にも体力的にもかなり困難で

ある｡会員の多様性 (っまり本ネットワークへの期待や

ニーズの多様性)が本ネットワークの特徴であり,その

活動を特定会員が当面する問題の解決に集中することは,

本ネットワークの解体にも結びっきかねない｡本ネット

ワークとしてできることは,問題を抱える本人が自律的･

能動的にその解決に取り組もうとする際の関連情報の提

供,学習会の場への各種専門家 (とりわけ行政関係者)

の参加依頼などであろう｡行政関係者も含めて互いに立

場の違う人同士が ｢非難し合ったり要求し合ったりする

場｣ではなく ｢互いに提言し合ったり助言し合ったりす

る場｣として本ネットワークが機能 したり理解されるよ

うに,今後図っていく必要があろう｡一方,拡大学習会

とか会員学習会などの折りに会員や参加者から出された

意見,切実な要望,問題 (例えば人権に関わる問題)杏,

またミニ旅行の機会に気づいた問題 (例えば,福祉制度

や交通手段とか施設内のバリアフリーに関すること)香,

行政側に報告 ･提示することは可能であり,その実現は

急がなければならないだろう｡

(5) ネットワークの方向性

ネットワークには,ネットの結び目の強まり (相互理

解と相互支援)とともに,ネットの拡大が求められよう｡

本ネットワークの会員には秋田市以外の人もいるが,そ

れら市外の会員を増やすことも視野に入れっつ,一方で

は各地での新たなネットワーク作りへの支援や,各地で

できているネットワークとの連携を図ることも,重要で

あろう｡

Ⅴ おわりに

本稿では,賛同者を得て筆者が1997年 3月に発足させ

た ｢障害児者の地域生活支援を考える秋田ネットワーク｣

について,その発足経緯,これまでの活動内容とその意

義,及び今後の課題を中心に言及してきた｡

本ネットワークの大きな特徴は,その会員の多様性に

ある｡すなわち会員には,作業所や施設の職員,養護学

校教諭,ボランティア,親の会や本人の会 (例えば,辛

いす利用者の団体)のリーダーや会員,障害児者をもつ

家族 (親やきょうだい),大学教員などがいる｡発足後3

年半を経た現在,本ネットワークの活動として会員学習

会,講演&交流会 (拡大学習会改め), ミニ旅行,会報

発行が定着してきている｡会員以外にも参加を呼びかけ,

秋田県内外における障害児者の地域生活支援に関わる取

り組みの現状と課題を学び合ってきている｡家族や本人

をも含む関係者の思いや期待も交流させてきている｡

一方,ネットワークの様々な活動での出会いがきっか

けとなり,仲間や相互支援の輪が広がりつつある｡例え

ば複数の親の会によるバザーの共催や,通園施設とボラ

ンティア団体との新たな連携が生まれている｡

また平成12年 9月の第 3回は-とふるツアーには,身

体障害者療護施設に居住する青年の単独参加が初めてあっ

た (同施設に勤務するネットワーク会員からの勧めによ

る)｡このことは,施設入所者への地域生活支援,地域

に開いた施設づくり,さらには施設のノーマライゼーショ

ンという大きな課題に対して,本ネットワークが寄与し

うることを示唆するものである｡社会福祉の理念面で
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｢施設型福祉｣から ｢地域型福祉｣へと大 きな変動がな

されつつあるとは言え,本県を含めて,現実的には ｢施

設型福祉｣が優位を占めている県は数多い｡ネットワー

クの網の目に入所型の施設やその職員,居住者を含み込

んでいくことは,ネットワークを重視 して地域生活支援

を展開 していこうとする際に,重要なことと思われる｡

本ネットワークの会員は既に100名を越えている｡会

員の立場は多様であり,本ネットワークに対する期待の

程度 も内容 も多様である｡ネットワークへの帰属意識や

スタンスも異なる｡このような多様さを,障害児者の地

域生活支援に向けてどのように活かしていけばよいのか,

また世話人は ｢サービス (活動)を準備 ･提供する側｣,

その他の会員は ｢サービスを受ける側｣といったどの地

域団体にもありがちな構図を克服 して,多 くの会員が主

体的かつ明確な帰属意識を持って本ネットワークに関わっ

ていけるようにするためにはどのような運営が望ましい

のか,等々,本ネットワークの課題は多い｡

謝辞

会員学習会, ミニ旅行,会報発行,非会員を巻き込ん

での講演&交流会といった活動が定着 しつつある ｢障害

児者の地域生活支援を考える秋田ネットワーク｣は,筆

者のみの力で運営されているものではない｡お忙 しい中

にもかかわらずいっも準備の段階から活動を支えてくだ

さっている多 くの方々,特に知的障害者更生施設 ｢竹生

寮｣の指導員である摂津良二さん,秋田大学医療短期大

学部の教員である佐々木真紀子さん,グリーンローズオ

リブ園の片桐貞子さん,県立栗田養護学校教諭の三浦英

明さん,秋田すずめの会の渡辺禎子さんと佐藤厚子さん,

そよ風親の会の田中陽子さん,コロボックルの会の三浦

純子さん,重症心身障害 (児)者を守る会の天童美智子

さん,身体障害者療護施設 ｢はくと｣の指導員である木

元政一さん,知的障害者更生施設 ｢杉の木嵩｣の佐藤敏

明さんの御尽力に対 して,この場を借 りて心から感謝を

申し上げます｡

付記

本論文は,本ネットワークが2000年 3月19日に開催 し

た第 4回講演&交流会の報告書 ｢こんな生活,できたら

いいな｣の中で筆者が著 したものを加筆 ･修正 したもの

である｡
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